

地域における日本語教育の実施体制に関する事例について（調査票）

【調査票の趣旨】
文化審議会国語分科会日本語教育小委員会では，地域における日本語教育の実施体制について検討をしており，実施体制の工夫を行っている事例を収集・整理し，事例集を作成することを検討しております。
　　つきましては，貴機関・団体の取組を含め，以下の条件に該当する可能性がある事例について情報提供の御協力をお願いいたします。
　　なお，事例の詳細については，当該機関・団体に対して文化庁から直接連絡を取り，確認いたしますので，事前に詳細について御確認いただく必要はございません。下記条件に該当する可能性がある事例の情報について，幅広く御提供いただくよう御協力お願いいたします。
※　なお，事例集については，その掲載項目や全体の構成等について，今後，さらに文化審議会国語分科会日本語教育小委員会において検討を行う予定です。御提供いただいた情報について，必ず事例集に掲載させていただくことになるとは限らないことを予め御了承下さい。
※　「事例について話を聞く場合の連絡先」は取組みの責任者である必要はありません。また，電話やメールアドレスを掲載することが難しい場合は，機関・団体名，担当者名のみ記載していただく形でも構いません。
※　一つの観点に該当する事例が複数ある場合は，表をコピー＆ペーストして追加して御記入ください。
※　同一機関・団体を複数の観点において，事例として取り上げていただいても構いません。
※　該当する事例がない観点は，空欄で構いません。
※　本票については，本年度の文化審議会国語分科会日本語教育小委員会の検討状況に基づき，新たに作成を依頼するものです。お忙しい中，大変恐縮ですが，10月8日（水）までに文化庁文化部国語課まで御返信くださいますようお願い申し上げます。また，日程的に厳しい場合は事前に文化庁文化部国語課まで御連絡いただけますと幸いです。
【調査票の照会先】　
	氏　　　名　　　

	所　　　属　　　

	連絡先TEL　　　

	連絡先e-mail　　


①行政と民間の連携・協力について
	【観点１】自治体とＮＰＯ法人やボランティア団体等が連携をしている事例，自治体がＮＰＯ法人やボランティア団体への支援を行っている事例

	事例に関わっている機関・団体（自治体を含む）の名称
	事例について話を聞く場合の連絡先

	
	

	事例の概要（※２～３行で構いません）

	


	【観点２】自治体・国際交流協会・ＮＰＯ法人・ボランティア団体が，大学や日本語学校等と連携している事例

	事例に関わっている機関・団体（自治体を含む）の名称
	事例について話を聞く場合の連絡先

	
	

	事例の概要（※２～３行で構いません）

	


	【観点３】自治体・国際交流協会・ＮＰＯ法人・ボランティア団体等が，外国人を雇用している事業者と協力・連携して取り組んでいる事例

	事例に関わっている機関・団体（自治体を含む）の名称
	事例について話を聞く場合の連絡先

	
	

	事例の概要（※２～３行で構いません）

	


	【観点４】自治体・国際交流協会・ＮＰＯ法人・ボランティア団体等が，日本語教育プログラムの作成・実施や関係機関・団体との企画・調整において，専門家（日本語教育）の協力を得ている，或いは専門家（日本語教育）と連携をしている事例

	事例に関わっている機関・団体（自治体を含む）の名称
	事例について話を聞く場合の連絡先

	
	

	事例の概要（※２～３行で構いません）

	


	【観点５】組織の自立化に向けた取組を行っている事例

	事例に関わっている機関・団体（自治体を含む）の名称
	事例について話を聞く場合の連絡先

	
	

	事例の概要（※２～３行で構いません）

	


②日本語教育と日本語教育以外の関連領域
	【観点６】プログラムの作成・実施や関係機関・団体との企画・調整において専門家（日本語教育以外）の活用，専門家（日本語教育以外）との連携をしている事例

	事例に関わっている機関・団体（自治体を含む）の名称
	事例について話を聞く場合の連絡先

	
	

	事例の概要（※２～３行で構いません）

	


	【観点７】自治体・国際交流協会・ＮＰＯ法人・ボランティア団体等が，日本語教育以外の地域の関係機関の協力を得て取組を行っている事例

	事例に関わっている機関・団体（自治体を含む）の名称
	事例について話を聞く場合の連絡先

	
	

	事例の概要（※２～３行で構いません）

	


③連携の範囲
	【観点８】複数の自治体が連携して取り組んでいる事例

	事例に関わっている機関・団体（自治体を含む）の名称
	事例について話を聞く場合の連絡先

	
	

	事例の概要（※２～３行で構いません）

	


	【観点９】複数の国際交流協会，ボランティア団体が連携して取り組んでいる事例

	事例に関わっている機関・団体（自治体を含む）の名称
	事例について話を聞く場合の連絡先

	
	

	事例の概要（※２～３行で構いません）

	


④人材
	【観点１０】人材の配置（ボランティア，常勤，非常勤）について，工夫を行っている事例

	事例に関わっている機関・団体（自治体を含む）の名称
	事例について話を聞く場合の連絡先

	
	

	事例の概要（※２～３行で構いません）

	


	【観点１１】コーディネーター等を配置し，プログラムの作成・実施や関係機関・団体との企画・調整において工夫を行っている事例

	事例に関わっている機関・団体（自治体を含む）の名称
	事例について話を聞く場合の連絡先

	
	

	事例の概要（※２～３行で構いません）

	



　　　　
資　料　１－２　　





【送付先＆問合せ先】


文化庁文化部国語課日本語教育専門職　TEL 03-5253-4111（内線2644）


FAX 03-6734-3818


Mail  kokugo@bunka.go.jp









